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によるものである。さらに，固有ベクトルの計算によって， c-c-c 変角と c-c 内部回転，並進お
よび回転モードの寄与を明らかにしている。
つぎに， 第一プリノレアン帯において， 数多くの波動ベクトノレをとって振動数(および固有ベクト
jレ)を計算し，ポリエチレン結晶の振動数分布を求めた。これによって， 150 0K 以下の温度の比熱を
計算した結果は， Wunderlich の比熱値によく一致する。弾性定数から，音響分枝の振動数分布を求




ポリエチレン結晶の熱中性子散乱スペクト Jレは， Myers らが実測していたが， 乙の研究では弾性
および非弾性散乱断面積(ー量子， 二量子，三量子過程)の数値計算に適する式を導いた。 そして
ポリエチレン結晶の水素原子核による非干渉性散乱断面積およびその異方性を計算し， 実測されて
いるピークの帰属を明らかにした。弾性散乱断面積の異方性を計算した結果も実測結果とよく一致す
る。
以上を要するに，乙の研究は，ポリエチレンを例として，高分子結品の振動スペクトノレを取扱い，
分光学的データおよび物性データを総合的に取扱って，それらの関連を明らかにしたものであって，
理学博士の学位論文として，十分に価値があると認める。
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